
＊新型コロナウイルス対策のため、事業中止・変更の際はご容赦ください
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学
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で
つ
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が
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と
私
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ち

　
学
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で
つ
な
が
る
南
極
と
私
た
ち

全３回

最
近
は
一
般
の
ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
る
ほ
ど
身
近
に
な
っ
た「
南
極
」で
す
が
、
未
知
の
部
分
が
ま
だ
多
く
、
私
た
ち

の
棲
む
地
球
環
境
の
未
来
を
読
み
解
く
た
め
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
の
概
要

と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
視
点
か
ら
１
回
目
に
総
論
を
、
２
回
目
に
は
具
体
的
な
生
物
の
お
話
を
、
そ
し
て
３
回
目
に
小

中
学
生
・
高
校
生
対
象
の「
南
極
教
室
」を
見
学
し
、
学
び
を
深
め
ま
す
。

日
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師

日
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内
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講
師

①
６
①
６
月月
1111
日（
土
）

日（
土
）  

◆
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
視
点
か
ら
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ー
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か
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③③
77
月月
1313
日（
水
）

日（
水
）  

◆
桐
朋
女
子
と
南
極
を
つ
な
ぐ「
南
極
教
室
」の
見
学

◆
桐
朋
女
子
と
南
極
を
つ
な
ぐ「
南
極
教
室
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見
学
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間
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間
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①
②
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後
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時
～
時
～
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後
午
後
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時
～
時
～
３３
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会
場
会
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②
東
部
公
民
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学
習
室

／
①
②
東
部
公
民
館　
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習
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③
桐
朋
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ポ
ロ
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ア
ホ
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ル

③
桐
朋
学
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ポ
ロ
ニ
ア
ホ
ー
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対
象
対
象
／
市
内
在
住
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勤
在
学
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※
小
学
生
以
下
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ご
遠
慮
く
だ
さ
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／
市
内
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住
在
勤
在
学
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※
小
学
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以
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は
ご
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慮
く
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さ
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定
員
定
員
／
申
込
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順

／
申
込
み
順
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費
用
費
用
／
無
料

／
無
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持
物
持
物
／
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

／
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

申
込
申
込
／／  

５
月
５
月
2121
日（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
東
部
公
民
館
へ

日（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
東
部
公
民
館
へ
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南
極
教
室
と
は
】

【
南
極
教
室
と
は
】

南
極
中
継
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観
測
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情
報
発
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と
し
て
、
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動
期
間

南
極
中
継
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観
測
隊
の
情
報
発
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の
一
環
と
し
て
、
活
動
期
間

中
に
、
昭
和
基
地
と
国
内
あ
る
い
は
海
外
を
衛
星
回
線
で
結
び
、

中
に
、
昭
和
基
地
と
国
内
あ
る
い
は
海
外
を
衛
星
回
線
で
結
び
、

日
本
の
観
測
隊
の

日
本
の
観
測
隊
の
““
今今
””
を
伝
え
る
も
の
で
す
。
中
で
も
「
南
極

を
伝
え
る
も
の
で
す
。
中
で
も
「
南
極

教
室
」
は
昭
和
基
地
に
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
衛
星
通
信
ア
ン
テ
ナ
が

教
室
」
は
昭
和
基
地
に
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
衛
星
通
信
ア
ン
テ
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が

設
置
さ
れ
た

設
置
さ
れ
た
2
0
0
4

2
0
0
4
年
以
降
、
毎
年
越
冬
期
間
中
に
越
冬
隊
員

年
以
降
、
毎
年
越
冬
期
間
中
に
越
冬
隊
員

の
ゆ
か
り
の
あ
る
国
内
の
小
・
中
・
高
校
な
ど
の
教
育
機
関
に
向

の
ゆ
か
り
の
あ
る
国
内
の
小
・
中
・
高
校
な
ど
の
教
育
機
関
に
向

け
て
実
施
し
て
お
り
、「
南
極
授
業
」
は

け
て
実
施
し
て
お
り
、「
南
極
授
業
」
は
2
0
1
0

2
0
1
0
年
に
始
ま
っ

年
に
始
ま
っ

た
教
員
南
極
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
派
遣
さ
れ
た
教
員
が
夏
期
間
に

た
教
員
南
極
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
派
遣
さ
れ
た
教
員
が
夏
期
間
に

国
内
へ
向
け
授
業
を
行
う
も
の
で
す
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極
地
研
究
所

国
内
へ
向
け
授
業
を
行
う
も
の
で
す
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極
地
研
究
所
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よ
り
抜
粋
）

よ
り
抜
粋
）
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講
演
会

「「
葵
町
製
糸
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

葵
町
製
糸
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
～
　
～
7474
枚
の
図
面
か
ら
幻
の
製
糸
場
を

枚
の
図
面
か
ら
幻
の
製
糸
場
を

　
　
　
　

　
　
　
　       

       

３３
DD
復
元
化
す
る
ま
で

復
元
化
す
る
ま
で
」」

富
岡
製
糸
場
と
同
時
期
に
現
在
の
港
区
虎
ノ
門
付
近
に
存
在
し
た
「
勧
工
寮

葵
町
製
糸
場
」。
２
０
１
７
年
東
京
農
工
大
学
科
学
博
物
館
蔵
書
庫
か
ら
図
面

が
見
つ
か
り
、
勧
工
寮
葵
町
製
糸
場
図
面
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
２
０
１
９
年
に
は
３
D
復
元
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
。

当
時
の
古
写
真
の
情
報
提
供
も
あ
り
、
学
生
・
有
識
者
・
建
築
家
の
協
力
の
も

と
で
図
面
を
読
み
取
っ
て
い
き
、
建
物
部
、
操
糸
部
Ｃ
Ａ
Ｄ（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

設
計
支
援
）し
、
２
０
２
０
年
3
月
に
３
D
画
像
で
当
時
の
様
子
が
浮
か
び
上

が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
た
ど
り
、
今
後
の
活
用
目
的
な

ど
に
つ
い
て
も
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
3
月
か
ら
延
期
し
た
た
め
、
参
加
者
を

追
加
募
集
し
ま
す
。 ～

延
期
に
よ
る
追
加
募
集
～

日
時
／
５
月
24
日（
火
）午
後
２
時
～
４
時

会
場
／
東
部
公
民
館　

学
習
室

講
師
／
齊さ

い
と
う藤　

有ゆ

り

か
里
加
さ
ん

 

（
東
京
農
工
大
科
学
博
物
館
特
任
助
教
）

定
員
／
申
込
み
順
10
人（
追
加
募
集
）

費
用
／
無
料

持
物
／
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

申
込
／ 

５
月
10
日（
火
）
午
前
９
時
か
ら

　
　
　

電
話
ま
た
は
直
接
東
部
公
民
館
へ

◀
勧
工
寮
葵
町
製
糸
場
３
D
復
元
画
像

【講師のプロフィール】
東京農工大学科学
博物館学芸員。蚕
業講習所・高等蚕
糸学校由来の蚕糸
学術資料の整理と
研究を行う。

東部市民講座

日時日時／／５５月月3131日（火）午前 10 時～正午日（火）午前 10 時～正午
会場会場／東部公民館　学習室／東部公民館　学習室
内容・講師内容・講師／「田んぼの学校のこれまでとこれから」／「田んぼの学校のこれまでとこれから」
　　　　　　　  尾辻　義和さん　　　　　　　  尾辻　義和さん（田んぼの学校校長）（田んぼの学校校長）
　　　　　　「田んぼの学校周辺の生物多様性」 　　　　　　「田んぼの学校周辺の生物多様性」 
　　　　　　　  石川　和宏さん　　　　　　　  石川　和宏さん（（株式会社セルコ 環境調査センター長株式会社セルコ 環境調査センター長））

定員定員／申込み順 22 人　／申込み順 22 人　　　費用費用／無料　　／無料　　持物持物／筆記用具、マスク／筆記用具、マスク
申込申込／５月 10 日（火）午前９時から、電話または直接東部公民館へ／５月 10 日（火）午前９時から、電話または直接東部公民館へ

市内佐須の田んぼで年間を通して活動している「田んぼの学校」を
ご存知でしょうか。30年来続いた活動の様子を校長先生から、そこ
で育まれている生物多様性について、専門家からお話を伺います。

企画展

調布・佐須調布・佐須「田んぼの学校」「田んぼの学校」とと生物多様性生物多様性

▲尾辻さんと佐藤さん

▲石川さん

調布・佐須調布・佐須「田んぼの学校」関連展示「田んぼの学校」関連展示
市内佐須町にある「田んぼの学校」30年の活動や、今抱えている課題などを、

生徒の目から見た「田んぼの学校」として展示紹介します。

会期／５月21日（土）～６月２日（木）　時間／午前９時～午後９時 30分
内容／「田んぼの学校」生徒によるパネル展示
会場／東部公民館　回廊スペース　※月曜休館
出展／佐藤　未希さん（田んぼの学校生徒）

2022 年 5 月１日 （２）東部公民館だより

●調布FM ８３．８MHz　防犯、防災、災害時に役立つ放送局。パソコン、スマホでも聴くことができます。042-483-0838
ハミングハート

「パソコン」：「リスラジ」と検索。「スマホ」：「リスラジのアプリ」をダウンロード⇒リスラジ内「調布FM」と検索。



【ダーニング Darning ＝ 繕いとは？ 】（日本でダーニングを紹介した野口光さんのHPから抜粋）
　イギリスのニットデザイナー仲間であるレイチェル・マフューさんが主宰する東
ロンドンにある毛糸店でキノコ型の木製の手芸用具に遭遇。レイチェルさんのダー
ニングは、補修をする衣類の色や素材とコントラストになるような糸を使って、あ
えてスティッチを強調するというもの。そのスティッチも少しゆがんでいるぐらい
のほうが愛らしく、穴やシミでちょっと寂しげだった衣類がうれしそうな表情に生
まれ変わるではないですか！従来のカケハギの‘修繕したということがわからない
ようにする細密修復技術’とは違い、穴が開いても捨てられない愛着のある衣類に
新たな生命を吹き込むかのようでした。

体験教室

手 工 芸 教 室
全３回アレンジアレンジ

自在自在 ダーニングダーニングででお直しお直し
クローゼットに眠っている服や傷みやすい子供服・靴下を、裁縫箱にあるカラフルな糸や毛糸を
使って、汚れやほころびを繕いながらも愛着のある一品に仕上げます。
日程／①６月４日（土）　② 18日（土）　③７月２日（土）午前 10 時～正午
内容／①バスケットダーニング（セーター ･シャツの傷みや穴）
　　　②ゴマシオダーニング（シミや軽い傷みなど）
　　　③ハニカムダーニング（シミから穴まで）　
会場／東部公民館　学習室
講師／神

こうやま

山　彩
あ や こ

子さん
　　　（hikaru noguchi textile design 認定講師）
対象／市内在住在勤者
定員／ 10人（多数抽選）
費用／ 1,000 円（刺繍糸 ･ 毛糸など材料費。初回持参）
持物／ダーニングマッシュルーム（おたま又はレードル） 、
　　　 繕いたい衣類（穴が開いていなくても可。テロテロ･極薄･極厚の素材、織り目･ 編み目が緩い

衣類は不向き。ない場合はエコバッグなど）、糸切ばさみ、老眼鏡（必要な方）、マスク
申込／  E メールに、氏名（ふりがな）、年齢、住所または勤務先住所、電話番号、タイトルに手工

芸教室「ダーニング」を明記のうえ、５月16 日（月）までに toubuk@w2.city.chofu.tokyo.jp へ。

市内で美味しい農産物を提供してくれる関森さんのオリジナル「ぬか」を使った
レシピを教わります。腸の働きを助ける発酵食品「ぬか漬け」を、夏野菜シーズン
に向けてマスターしませんか。

野菜をおいしく・お手製の野菜をおいしく・お手製のぬか漬けぬか漬けレシピレシピ

日時／６月16日（木）　午前 10 時～正午
会場／東部公民館　学習室
講師／関森　道子さん（市内農産物生産者）　　対象／市内在住者
定員／10人（多数抽選。初参加優先）　　費用／500円（ご自宅試食用ぬか漬けと材料費。当日持参）
持物／ 塩水（500ml ペットボトル２本分）、直径 30cm 以上のボウル、ビニール手袋、エプロン、

三角巾、　ふきん、新聞紙１日分、マスク　※塩水の作り方は当選はがき参照
申込／ 往復はがきに、氏名（ふりがな）、住所、電話番号、返信用宛先を明記し、６月３日（金）

（必着）までに東部公民館「ぬか漬け」係へ

▲昨年の教室のようす

2022 年 5 月１日（３） 東部公民館だより



７
月
分
の
午
前
・
午
後
区
分
の
会

場
使
用
の
申
込
み
は
、
密
集
を
避
け

る
た
め
、
引
き
続
き
申
請
書
の
郵
送

な
ど
に
よ
る
事
前
提
出
の
方
法
で
実

施
し
ま
す
。
新
規
申
込
団
体
は
事
前

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
５
月
６
日

（
金
）
午
前
９
時
到
着
分
ま
で
有
効
と

し
ま
す
。

夜
間
区
分
は
、
５
月
６
日
（
金
）
午

後
６
時
30
分
到
着
ま
で
有
効
と
し
ま

す
。使

用
希
望
が
重
複
し
た
場
合
は
、
職

員
が
抽
選
を
行
い
、
利
用
団
体
を
決

定
し
ま
す
。

サークル展

「ウクライナ人道危機救援金」
東部公民館・募金箱設置のお知らせ

日程／（祝日を除く）火曜日から土曜日
　　　午前９時～午後５時【５月 31日（火）まで】
問合／調布市福祉総務課　042-481-7101

◀「
シ
ク
ラ
メ
ン
」

講師の小林先生のご指導をいただき、室内と屋外でのスケッチ
を楽しみながら勉強しています。どうぞご高覧ください。

会期／５月７日（土）～19日（木）※月曜休館
時間／午前 9時～午後 9時 30分
会場／東部公民館　回廊スペース
出展／ 気楽にスケッチ（東部公民館利用登録団体）
活動／ 第１・３（金）午後１時 30 分～４時 30 分

「
杜
の
会
」三
月
で
解
散
　 

素
敵
な
絵
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

絵
画
サ
ー
ク
ル
「
杜
の
会
」
が
、
昨

年
度
末
を
も
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

１
９
８
８
年
（
昭
和
63
年
）12
月
の
東

部
公
民
館
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
た
主
催

事
業「
土
曜
油
絵
教
室
」の
参
加
者
が
立

ち
上
げ
た「
杜
の
会
」が
、
30
年
余
り
続

く
と
は
、
こ
の
時
誰
が
想
像
で
き
た
で

し
ょ
う
か
。
当
時
は
現
役
の
桐
朋
学
園

高
校
教
諭
で
い
ら
し
た
講
師
の
松
本
文

夫
先
生
、
長
い
間
の
ご
指
導
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
設
立
の
１
９
８
９
年
は
、

昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
っ
た
年
で
、
そ

の
時
か
ら
同
じ
名
前
で
今
も
活
動
し
て

い
る
の
は
、
す
ぎ
な
会
、
グ
ル
ー
プ
み

そ
の
、
調
布
郵
趣
会
、
東
部
碁
友
会
、

四
季
歩
会
、
ぐ
る
う
ぷ
紫
陽
花
、
仙
川

体
操
ク
ラ
ブ
、
花
の
輪
の
8
団
体
。
東

部
ヨ
ガ
ク
ラ
ス
と
東
部
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

の
前
身
サ
ー
ク
ル
等
を
含
め
る
と
10
団

体
に
な
り
ま
す
。
令
和
の
今
は
コ
ロ
ナ

と
共
に
活
動
を
す
る
新
た
な
局
面
を
迎

え
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
活
動
が
順
調
で

あ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
杜
の
会
」
の
皆
さ
ま
、
長
い
間
お
疲

れ
様
で
し
た
。（

東
部
公
民
館
職
員
一
同
）

施設貸し出しに付随して

Wi-Fiが使えます
使用するにはお申し込みが必要です

●お問い合わせください

▶︎
「
杜
の
会
」
最
後
の
例
会

2022 年 5 月１日 東部公民館だより （４）


